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母
校
創
立
百
十
周
年
を
迎
え

る
平
成
二
十
一
年
度
小
倉
工
業

高
等
学
校
北
辰
会
総
会
が
、
平

成
二
十
一
年
五
月
二
十
四
日
ウ
ェ

ル
シ
テ
ィ
小
倉（
九
州
厚
生
年

金
会
館
・
北
九
州
市
小
倉
北
区
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の

当
番
幹
事
は
昭
和
六
十
一
年
お

よ
び
平
成
十
年
の
卒
業
生
が
務

め
ま
し
た
。

　
「
二
十
一
世
紀
の
礎
を
築
き
、

世
界
に
は
ば
た
け
倉
工
健
児
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
た

会
場
で
、
伊
藤
学
君（
昭
和

六
十
一
年
機
械
科
卒
）の
司
会
に

よ
り
、
開
会
の
辞
を
小
田
伯
雄

副
会
長（
昭
和
四
十
四
年
機
械

科
卒
）
が
述
べ
て
総
会
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
平
成
二
十
年
度
中
に

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
追
悼
し

て
全
員
で
黙
祷
い
た
し
ま
し
た
。

　

会
長
挨
拶
は
、
病
床
の
長
野

正
景
会
長（
昭
和
二
十
九
年
機

械
科
卒
）に
代
わ
っ
て
、
森
一
政

会
長
代
行（
昭
和
四
十
一
年
電

気
科
卒
）
が
行
い
、
百
十
周
年

記
念
事
業
や
今
後
の
運
営
方
針

な
ど
語
り
ま
し
た
。

　

学
校
長
挨
拶
で
は
、
今
年
四

月
に
八
幡
工
業
高
校
か
ら
着
任

さ
れ
た
山
本
久
信
校
長
が
、
着

任
挨
拶
と
と
も
に
学
校
の
状
況

報
告
や
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
こ
の
た
び
体
育
後

援
会
長
を
森
会
長
代
行
か
ら
引

き
継
い
だ
下
田
豊
一
副
会
長（
昭

和
五
十
年
機
械
科
卒
）
が
、
母

校
運
動
部
の
活
動
状
況
な
ど
の

報
告
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
は
、
昭
和
六
十
一

年
卒
当
番
幹
事
の
恩
師
が
代
表

し
て
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
永
年
勤
続
表
彰（
現

職
教
職
員
十
年
以
上
）
は
三
名

の
方
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
議
案
審
議
で
は
、
森
会

長
代
行
が
議
長
に
推
薦
さ
れ
て

議
事
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

坂
田
智
之
・
北
辰
会
事
務
局

長（
昭
和
三
十
六
年
機
械
科
卒
）

よ
り
、
平
成
二
十
年
度
事
業
・

決
算
報
告
、
平
成
二
十
一
年
度

事
業
計
画
案
・
予
算
案
が
一
括

提
案
説
明
が
あ
り
、
平
成
二
十

年
度
会
計
監
査
報
告
を
含
め
て

の
一
括
審
議
が
諮
ら
れ
、
総
会

の
承
認
を
得
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
事
務
局
よ
り
役
員

追
加
案
が
提
案
さ
れ
、
森
一
政

君
の
会
長
代
行
就
任
な
ら
び
に

今
年
三
月
に
退
職
さ
れ
た
篭
原

裕
明
前
校
長
の
相
談
役
就
任
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

森
会
長
代
行
、
篭
原
相
談
役
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　

母
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
で
校

歌
を
斉
唱
し
、
専
光
寺
広
泰
副

会
長（
昭
和
五
十
七
年
工
化
卒
）

の
閉
会
の
辞
で
、
総
会
は
終
了

い
た
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
開
会
に
先
立
ち
、

母
校
郷
土
芸
能
部
の
勇
ま
し
い

ば
ち
さ
ば
き
の
祇
園
太
鼓
、
引

き
続
い
て
吹
奏
楽
部
の
勇
壮
な

演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

宴
は
、
泉
日
出
夫
・
当
番
幹

事
長（
昭
和
六
十
一
年
機
械
科

卒
）
が
当
番
幹
事
挨
拶
を
行
っ

た
後
、
赤
尾
正
洋
・
北
辰
会
顧

問（
昭
和
二
十
六
年
機
械
科
卒
）

の
発
声
に
よ
る
乾
杯
が
あ
っ
て
、

賑
や
か
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

酒
席
で
の
談
笑
が
盛
り
上
が

る
な
か
、
母
校
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ

に
よ
る
懐
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

の
演
奏
が
あ
っ
た
り
し
て
、
皆

さ
ん
は
と
て
も
楽
し
い
時
を
過

ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

恒
例
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
始

ま
り
ま
す
と
、
会
場
の
あ
ち
こ

ち
か
ら
歓
声
が
あ
が
り
、
続
々

と
当
選
者
が
賞
品
を
受
け
取
っ

て
い
ま
し
た
。

　

宴
は
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
の
演
奏

で
校
歌
を
斉
唱
後
、
万
歳
三
唱

し
て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
倉
工
業
高
校
創
立

百
十
周
年
記
念
式
典
は
、

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
一

日
母
校
体
育
館
で
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
県
教
育
庁
や

市
教
育
委
員
会
お
よ
び
県

議
会
、
高
等
学
校
・
中
学

校
な
ど
の
関
係
者
の
方
々
、

そ
し
て
全
校
生
徒
並
び
に
教

職
員
、
父
母
教
師
会
、
北
辰

会
の
皆
さ
ま
が
参
列
し
ま
し

た
。

　

学
校
長
式
辞
の
中
で
山

本
久
信
校
長
は
、
二
十
一
世

紀
を
担
う
「
工
業
技
術
者
」

の
心
の
根
幹
に
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
は
「
人
間
が
自

然
に
よ
っ
て
『
生
か
さ
れ
て

い
る
こ
と
』
を
認
識
し
、
自

然
を
敬
い
、
自
分
中
心
、
人
間

中
心
の
考
え
を
抑
制
す
る
『
利

他
』
の
精
神
で
あ
る
」
と
い
う
こ

と
を
、そ
し
て「
本
校
の
校
訓『
真

理
探
究
』『
質
実
剛
健
』『
勤
労

努
力
』
を
改
め
て
と
ら
え
直
し
、

自
然
や
他
者
と
共
生
し
て
、
ひ

た
む
き
に
努
力
す
る
。
ま
さ
に

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
最
も
必
要

な
行
動
指
針
で
あ
る
と
言
え
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
、
福
岡
県
教
育

委
員
会
委
員
・
住
吉
徳
彦
氏
、

福
岡
県
議
会
議
長
・
今
林
久
氏
、

父
母
教
師
会
会
長
・
柴
田
一
男
氏

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　

記
念
事
業
実
行
委
員
長
挨
拶

で
、
森
一
政
・
北
辰
会
長
代
行
は
、

「
こ
の
記
念
事
業
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
深
い
感
銘
を
受
け
た
こ

と
は
、
先
生
方
の
熱
心
な
指
導

と
授
業
に
取
り
組
む
真
摯
な
精

神
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
皆
様
方
の
献
身
的

な
ご
協
力
、
生
徒
諸
君
の
規
律

正
し
い
行
動
と
そ
の
態
度
で
あ
っ

た
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
「
創

立
百
十
周
年
記
念
を
在
校
生
と

し
て
迎
え
た
生
徒
の
皆
さ
ん
に

は
、
自
ら
に
し
て
良
き
伝
統
を

継
承
し
、
そ
の
時
代
に
対
応
し

た
新
た
な
伝
統
を
作
る
、
そ
う

い
う
意
気
込
み
で
将
来
に

向
か
っ
て
日
本
一
の
工
業
高

校
作
り
に
奮
闘
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
」
と

語
り
ま
し
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
、
福

岡
県
公
立
高
校
学
校
長
協

会
副
会
長
・
大
下
一
幸
氏
が

祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
来
賓
紹
介
が
あ

り
、
祝
電
も
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　

感
謝
状
並
び
に
表
彰
状

贈
呈
で
は
、
北
辰
会
顧
問
・

赤
尾
正
洋
氏
、
元
北
辰
会

顧
問
・
近
藤
義
隆
氏
（
故

人
）、
前
父
母
教
師
会
会
長・

中
杉
正
人
氏
の
三
名
の
方

に
感
謝
状
が
、
そ
し
て
第

二
十
三
代
校
長
・
野
口
時

晴
氏
、
第
二
十
四
代
校
長
・
古

賀
靖
三
氏
、
第
二
十
五
代
校
長
・

二
見
八
男
氏
、
第
二
十
六
代
校

長
・
篭
原
裕
明
氏
の
四
名
の
方
に

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
、
生
徒
を
代
表
し

て
生
徒

会
会
長
・

藤
本
昂

大
君
（
電

子
科
三

年
）
が
謝

辞
を
述
べ

ま
し
た
。

就
職
志
望
者
一
六
六
名

一
六
六
名
内
定

　

昨
今
の
経
済
不
況
に
よ
り
雇
用
状

況
の
悪
化
が
取
沙
汰
さ
れ
る
中
、
母

校
も
求
人
票
が
激
減
し
ま
し
た
（
昨

年
五
三
四
・
今
年
二
八
八
）
が
幸
い

就
職
志
望
者
全
員
の
内
定
が
決
ま
り

ま
し
た
。

・
三
年
生
在
席　

一
九
五
名

・
就
職
志
望
者　

一
六
六
名

　
　
　
　

県
内　
　

七
五
名

　
　
　
　

県
外　
　

九
一
名

・
自
己
就
職
者　
　
　

一
名

・
公
務
員
志
望
者　

二
三
名

・
進
学
志
望
者　
　
　

五
名

記 

念 

講 

演
　

就 

職 

状 

況

　

工
業
高
校
は
期
待
さ
れ
て
い

る
、
工
業
高
校
は
期
待
に
応
え

て
い
る
、
工
業
高
校
は
も
っ
と

も
っ
と
活
躍
で
き
る
、
と
い
う

こ
と
を
信
念
を
も
っ
て
申
し
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
倉
工
生

の
皆
さ
ん
に
つ
い
て
も
同
じ
で

あ
る
こ
と
を
申
し
上
げ
、
今
後

の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま

す
。』

　

創
立
百
十
周
年
に
あ
た
り
、

記
念
事
業
へ
の
募
金
の
お
願

い
に
対
し
会
員
諸
氏
よ
り
寄

せ
ら
れ
た
浄
財
は
、
四
八
一

名
及
び
九
団
体
よ
り
総
額

五
、一
八
九
、六
三
〇
円
と
な
り

ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

し
か
し
記
念
事
業
を
推
進
す

る
に
は
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
お

り
ま
す
。
更
な
る
募
金
の
お
願

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

募
金
協
力
者
の
ご
芳
名
は
次
号

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
会
費
納
入
の
お
願
い
》

　

同
窓
会
「
北
辰
会
」
が
、
健

全
な
活
動
を
維
持
し
て
い
く
礎

は
年
額
二
千
円
の
北
辰
会
費
で

す
。

　

北
辰
会
事
務
局
は
、
今
後
と

も
会
員
各
位
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を

向
上
さ
せ
、
母
校
の
発
展
の
た

め
に
努
力
を
重
ね
、
事
務
の
効

率
化
と
経
費
節
減
に
努
め
て
行

く
所
存
で
す
。

　

北
辰
会
の
健
全
な
活
動
の
基

本
で
あ
り
ま
す
「
年
会
費
」
の

納
入
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

母
校
創
立
百
十
周
年
を
記
念

し
て
建
設
さ
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド

メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
の
贈
呈
式
が

平
成
二
十
一
年
十
月
二
日
、
当

日
雨
天
の
た
め
本
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
か
ら
体
育
館
に
変
更
さ
れ
た

会
場
で
、
学
校
教
職
員
、
生
徒

も
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
者
挨
拶
を
、
同
窓
会
北

辰
会
を
代
表
し
て
森
一
政
会
長

代
行
が
行
い
ま
し
た
。

　

森
会
長
代
行
は
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
が
山
田
奨

学
会
と
科
学
研
究
奨
学
会
の
基

本
財
産
を
も
と
に
し
て
建
設
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
両
奨
学
会
の
設
立
に
寄
与
さ

れ
た
先
輩
た
ち
の
母
校
に
対
す

る
熱
き
思
い
を
感
じ
取
っ
て
い

た
だ
き
、
こ
の
施
設
を
末
永
く

大
切
に
有
効
に
使
わ
れ
る
こ
と

を
切
望
し
て
い
る
こ
と
な
ど
話

し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
メ
イ

ン
ス
タ
ン
ド
設
備
の
鍵
一
式
が
、

森
会
長
代
行
か
ら
山
本
久
信
校

長
に
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
領
者
お
礼
の
言
葉
の
中
で

山
本
校
長
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
メ

イ
ン
ス
タ
ン
ド
に
込
め
ら
れ
た

先
輩
方
の
思
い
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
、
質
実
剛
健
・
倉
工

魂
を
確
か
に
引
き
継
ぎ
、
そ
し

て
更
に
新
し
い
伝
統
を
作
っ
て

い
く
と
い
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
な
ど
を
生
徒
に
向
け
て

語
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
生
徒
代
表
お
礼
の
言

葉
を
生
徒
会
長
・
藤
本
昂
大
君

（
電
子
科
三
年
）
が
述
べ
ま
し

た
。

北
辰
会
総
会
開
催
さ
れ
る

平成
21年度

グ
ラ
ウ
ン
ド
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
贈
呈
式
行
わ
れ
る

　

福
岡
県
立
小
倉
工
業
高
校
創

立
百
十
周
年
記
念
講
演
は
、
平

成
二
十
一
年
十
月
三
十
一
日
、

記
念
式
典
に
引
き
続
き
母
校
体

育
館
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
理
化
学
研
究
所
経

営
企
画
部
長
・
中
川
健
朗
氏
が

務
め
ら
れ
、「
二
十
一
世
紀
を

担
う
工
業
高
校
へ
の
期
待
」
と

い
う
演
題
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
全
国
各
地
の
工
業
高
校
を

訪
れ
た
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
地

域
に
根
差
し
た
活
動
の
中
で
創

意
工
夫
し
て
、
大
き
な
成
果
を

上
げ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、

地
域
の
力
を
実
感
し
た
。

　

物
づ
く
り
は
人
づ
く
り
で
あ

り
、
智
恵
づ
く
り
で
も
あ
る
。

創
立
百
十
周
年

募
金
の
お
礼
と
お
願
い

　

十
月
五
日
（
月
曜
）
創
立

百
十
周
年
記
念
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル

フ
大
会
が
、
チ
ェ
リ
ー
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
小
倉
南
（
京
都
郡
み
や
こ

町
勝
山
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

母
校
創
立
百
十
周
年
を
記
念

し
た
大
会
で
あ
り
、
体
育
大
会

の
代
休
日
と
あ
っ
て
学
校
三
役

（
校
長
・
教
頭
・
参
事
兼
事
務
長
）

を
始
め
多
数
の
教
職
員
、
前
竜

原
校
長
を
含
め
一
三
一
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
に
恵
ま

れ
教
職
員
、
同
窓
生
が
交
流
を

深
め
終
日
和
や
か
に
プ
レ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。

創
立
百
十
周
年
記
念

第
十
六
回
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会

平成21年５月24日　当番幹事一同

中川　健朗氏

創立百十周年記念式典
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【
陸
上
部
】

▽ 

日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

出
場
決
定

　

競
歩
競
技

　

森
下　

翔
（
電
気
科
一
年
）

　

寺
井
敦
貴
（
電
子
科
二
年
）

　
平
成
二
十
二
年
一
月
三
十
一
日

　

神
戸
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド

【
郷
土
芸
能
部
】

▽ 
福
岡
県
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
県
大
会

　
小
倉
祇
園
太
鼓

　
審
査
員
特
別
賞
受
賞

区
公
私
立
高
校
生
徒
指
導
協

議
会
標
語
作
品　

最
優
秀
賞

　

加
藤
洸
司
（
電
気
科
一
年
）

　「
あ
り
が
と
う
」

　
　
　
私
を
支
え
る
合
言
葉

▽ 

平
成
二
十
一
年
度
北
九
州
地

　

母
校
創
立
百
十
周
年
記
念
体

育
大
会
は
平
成
二
十
一
年
十
月
三

日
、
母
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
創
立
百
十
周

年
を
記
念
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
メ
イ

ン
ス
タ
ン
ド
が
建
て
ら
れ
、
そ
の

正
面
の
白
壁
上
部
に
校
章
が
飾

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
建
物
は

本
部
席
と
し
て
使
わ
れ
、
屋
上
に

は
来
賓
観
覧
席
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
体
育
館
側
に
も
、
保
護
者
観

覧
席
が
臨
時
に
作
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
大
型
ラ
イ
ブ
ビ
ジ
ョ

ン
が
設
置
さ
れ
、
カ
メ
ラ
を
通
し

て
演
技
や
競
技
の
様
子
、
選
手
た

ち
の
姿
な
ど
が
映
し
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

選
手
入
場
で
は
、
久
し
ぶ
り
に

三
十
余
名
か
ら
な
る
吹
奏
楽
部

が
先
頭
を
行
き
、
そ
の
行
進
曲
に

合
わ
せ
て
掛
け
声
を
か
け
な
が

ら
元
気
よ
く
行
進
す
る
選
手
た

ち
に
、
観
覧
席
の
来
賓
、
保
護

者
は
盛
大
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。

　

生
徒
諸
君
は
、「
集
え
、
倉
工

星
。
未
来
を
拓
け
」を
テ
ー
マ
に
、

平
成
20
年
度
に
ご
逝
去
さ
れ
た
方
々

ご
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
20
年
５
月
16
日
よ
り
平
成
21
年
５
月
15
日
ま
で
に
連
絡
の
あ
っ
た
方
々
）

旧
職
員 

森
山　

清
慈

旧
職
員 

田
原　

昭
爾

旧
職
員 

溝
尻　

哲
男

旧
職
員 

永
富　

知
泰

旧
職
員 

森
中　

邦
明

大
14
年
電 

太
田　

善
夫

昭
11
年
機 

椎
木　

忠
雄

昭
12
年
機
専 

木
村
二
三
二

昭
12
年
電 

伊
藤　

康
久

昭
12
年
電 

永
渕　

博
司

昭
13
年
機 

笹
原　

充
吉

昭
14
年
機 

中
村　

春
三

昭
14
年
電 

高
村　

元
秀

昭
15
年
機 

立
石　
　

知

昭
15
年
機 

西　
　

輝
夫

昭
15
年
電
専 

白
川　

通
泰

昭
16
年
電
専 

福
永　

良
夫

昭
17
年
機
本 

巣
之
内　

武

昭
17
年
機
本 

田
中　

義
之

昭
17
年
機
本 

和
田　

十
三

昭
17
年
機
１
種 

和
藤　

新
平

昭
17
年
機
電
本 

半　
　

信
勝

平成20年度 北辰会決算書  及び  平成21年度 予算案

費　　目 平成20年４月１日～平成21年３月31日 平成21年度
予　算　額 摘　　要予 算 額 決 算 額 対比増減 摘　　要

収
　
　
入

前年度繰越金 242,774 242,774 0 694,349
同 窓 会 費 3,200,000 2,906,900 293,100 1,453件 3,000,000 ＠2,000円×1,500名
新卒者入会金 2,865,000 2,865,000 0 ＠15,000円×191名 2,925,000 ＠15,000円×195名
新入生入会金 600,000 600,000 0 ＠3,000円×200名 600,000 ＠3,000円×200名
新入生同窓会費 1,200,000 1,182,000 18,000 ＠500円×197名×12ヶ月 1,200,000 ＠500円×200名×12ヶ月
在校生同窓会費 1,182,000 ＠500円×197名×12ヶ月
預 金 利 息 1,000 934  66 福銀普通 934円 1,000
名簿販売金 90,000 49,500 40,500 11冊 90,000 ＠4,500円×20冊
雑 収 入 1,226 510,820 △ 509,594 寄付500,000円含む 7,651
合 計 8,200,000 8,357,928 △ 157,928 9,700,000

支
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

支部還元金 150,000 81,000 69,000 支部活動支援費 100,000 支部活動支援費
組織対策費 300,000 273,522 26,478 組織対策強化費用 300,000 組織活性化・組織強化費
大名簿編集費 1,000,000 1,000,000 0 名簿積立金 1,000,000 平成23年度改訂積立金
体育後援費 1,000,000 1,000,000 0 部活動支援費用 1,200,000 部活動支援費用
事 務 手 当 800,000 800,000 0 事務局長手当 1,000,000 事務局長手当
人 件 費 1,400,000 1,394,075 5,925 パート代 1,400,000 事務局パート代
印 刷 費 250,000 227,232 22,768 印刷機リース代・プリンター代 250,000 印刷機リース代・インク代等
会 報 費 1,000,000 539,308 460,692 北辰会報秋季号 2,000,000 北辰会報印刷発送
会 議 費 120,000 102,372 17,628 理事評議員会・支部代表者会議 120,000 理事評議員会・支部代表者会議
通 信 費 250,000 170,083 79,917 電話代・領収書葉書代・案内等 250,000 電話代・会議通知送料・領収書葉書代等
旅費交通費 300,000 250,410 49,590 近畿・関東総会出席旅費を含む 300,000 支部総会等出席旅費・事務局交通費
永年勤続表彰費 30,000 30,000 0 1名 90,000 学校職員10年勤続者3名
慶 事 費 200,000 151,000 49,000 支部総会祝儀 200,000 各支部総会祝儀等
産業教育振興会費 5,000 5,000 0 1口 5,000 産業教育等協賛費年会費1口
事務用品代 200,000 160,346 39,654 コピー保守料・PC代 200,000 事務局事務用品・コピー保守費用
振替手数料 180,000 107,920 72,080 会費振替手数料 150,000 会費振替手数料等
雑 費 50,000 52,269 △2,269 茶葉代等 80,000 茶葉代等
事務局運営費 250,000 289,032 △39,032 水道光熱費・家賃・清掃代等 300,000 水道光熱費・事務局清掃代・家賃
予 備 費 685,000 0 685,000 725,000
北辰会長表彰費 30,000 30,010 △10 生徒表彰記念品代 30,000 生徒表彰記念品代
寄 附 1,000,000 △1,000,000 基金へ 0
合 計 8,200,000 7,663,579 △536,421 9,700,000

次 年 度 繰 越 金 694,349 福銀451,708円　現金242,641円

平成20年度　教育振興基金決算書
費　　目 本年度予算額 本年度決算額 差引増減額 備　　　　　考

収
　
　
入

前年度繰越金 13,132,316 13,132,316 0 前年度繰越金
同窓会募金 1,400,000 1,044,560 △355,440 20年度寄附、昭和20年機１種卒石田光圀氏 外617名

寄 付 金 1,500,000 1,695,000 195,000

北辰会長野会長　S39電卒大山氏
S34機卒仲西氏　朝日新聞社支部
北辰会小倉北支部　宮部前参事兼事務長
S34年卒同期会　Ｓ37年機械工作科一同
萩の会　Ｓ56年機卒濱田氏　体育後援会

雑 収 入 1,684 16,147 14,463 預金利息
合 計 16,034,000 15,888,032 △145,977

支
　
　
　
　
出

特別奨学金費 0 0 0

山田奨学会費 160,200 179,400 △19,200 ＠16,150円×6月×1名（前期）
＠13,750円×6月×1名（後期）

科学研究奨学会費 500,000 500,000 0 科学研究奨学会へ
部活動奨励費 500,000 500,000 0 体育科用視聴覚機器購入費 500,000円
教育研究奨励費 200,000 200,000 0 バイオエネルギー研究 200,000円
国際研修費 600,000 752,100 △152,100 国際交流費補助（オーストラリア研修）

管 理 費 200,000 220,071 △20,071 振込用紙印刷代　振替手数料振込手数料
事 務 費 300,000 300,000 0 同窓会負担金補助

予 備 費 13,573,800 190,000 13,383,800
ロボット競技全国大会・エコデンカーレース
全国大会・陸上部インターハイ・若年者もの
づくり全国大会出場

合 計 16,034,000 2,841,571 13,192,429

平成20年度　北辰会定期総会決算書（昭和60年度・平成９年度卒当番幹事）
費　　目 金　額 摘　　　　　　　要

収
　
入

総会会員券 1,645,000 ＠ 5,000 円× 329 枚
広 告 料 2,175,000 ＠ 5,000 円× 435 口
雑 収 入 820,374 祝儀180,000円　イベント収入228,000円　前年度準備金377,374円　その他35,000円
合 計 4,640,374

支
　
出

総 会 費 2,550,031 総会飲食費、会場・関係費、会場費、アトラクション代、写真代、総会資料及び会員券等印刷代、送料等
当番幹事会議費 367,000 当番幹事会議費及び反省会費
事務局運営費 1,723,343 運営費438,800円　次年度準備金279,754円　同窓会寄付500,000円　会報送料490,654円　雑費他
合 計 4,640,374

差 引 残 高 0

▽ 

ジ
ャ
パ
ン
マ
イ
コ
ン
カ
ー
ラ

リ
ー
二
〇
一
〇
九
州
大
会

　

Ｂ
ａ
ｓ
ｉ
ｃ
部
門　

優
勝

　

岡　

雅
人
（
機
械
科
一
年
）

　

平
成
二
十
二
年
一
月
十
日

　

全
国
大
会
出
場　

札
幌
市

　
▽
全
国
高
校
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会

　

第
九
位　

一
、二
年
チ
ー
ム

　

第
十
九
位　

三
年
チ
ー
ム

　

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
五
日

　

横
浜
市

　

出
場
校　

百
三
十
一
チ
ー
ム

学
校
だ
よ
り

　

北
辰
会
体
育
後
援
会
が
主
催

す
る
恒
例
の
「
部
活
動
関
係
者

を
激
励
す
る
会
」
は
、
平
成

二
十
一
年
七
月
十
一
日
北
九
州

市
小
倉
北
区
・
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ

小
倉
（
九
州
厚
生
年
金
会
館
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
学
校

側
か
ら
山
本
久
信
校
長
ら
教
職

員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
部
活
動
を
支
援

す
る
保
護
者
、
同
窓
会
側
か
ら

森
一
政
会
長
代
行
ら
役
員
、
同

窓
生
、
部
活
動
Ｏ
Ｂ
、
総
勢

百
九
十
一
名
で
、
創
立
百
十
周

年
を
迎
え
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い

集
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

行
事
は
安
部
幸
治
君
（
昭
和

六
十
二
年
工
業
化
学
科
卒
）
の

司
会
で
進
め
ら
れ
、
ま
ず
下
田

豊
一
・
体
育
後
援
会
会
長
（
昭

和
五
十
年
機
械
科
卒
）
が
こ
の

た
び
の
就
任
報
告
も
含
め
て
挨

拶
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
森
一
政
会
長
代
行

（
昭
和
四
十
一
年
電
気
科
卒
）、

続
い
て
山
本
久
信
校
長
、
そ
し

て
武
藤
修
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
二
十
年
度
福

岡
県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
・
教
育
文

化
賞
を
受
賞
さ
れ
た
平
木
基
之
氏

（
昭
和
三
十
二
年
電
気
通
信
科
卒
）

に
、
体
育
後
援
会
か
ら
特
別
功
労

賞
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
同
氏
は

ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
で
、
北
九
州
ラ

グ
ビ
ー
協
会
設
立
時
か
ら
四
十
周

年
を
迎
え
る
今
年
ま
で
、
役
員
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

山
田
晴
隆
教
頭
（
今
年
四
月

着
任
）
の
発
声
で
乾
杯
を
し
、

酒
宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
お
楽
し
み
と
し
て
、

三
つ
の
ゲ
ー
ム
が
用
意
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
早
飲
み
早
食
い

競
争
。
五
人
一
組
で
順
に
飲
む

か
、
食
べ
る
か
し
て
チ
ー
ム
と

し
て
の
早
さ
を
競
う
も
の
で
、

最
初
に
終
了
し
た
チ
ー
ム
が
優

勝
と
な
り
ま
す
。
優
勝
は
ラ
グ

ビ
ー
部
チ
ー
ム
で
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
恒
例
の
ジ
ャ
ン

昭
18
年
機
１
種 

青
木　

泰
蔵

昭
18
年
機
１
種 

川
崎　
　

積

昭
18
年
機
２
種 

船
津　

敏
夫

昭
20
年
機
１
種 

丹
村　

恒
司

昭
20
年
化 

河
野　

圭
策

昭
21
年
機
３
種 

吉
村　

恒
男

昭
23
年
電
２
種 

大
宝　
　

肇

昭
25
年
電 

中
山　
　

律

昭
25
年
化 

吉
田　

幸
盛

昭
26
年
機 

井
上　

一
成

昭
27
年
化 

都
留　

和
巳

昭
27
年
化 

中
嶋　

終
蔵

昭
28
年
機 

古
賀　

龍
雄

昭
28
年
化 

武
道　

定
吉

昭
29
年
機 

原　
　

敏
也

昭
30
年
電 

坂
本　
　

武

昭
34
年
機 

国
頭　
　

清

昭
37
年
機 

荻
野　

昭
雄

昭
37
年
電 

赤
木　
　

忍

昭
39
年
機 

徳
田　

通
治

昭
43
年
電 

谷
口　
　

寛

昭
51
年
設 

桜
本
真
一
郎

も
の
づ
く
り

創
立
百
十
周
年
記
念

体
育
大
会
開
催

演
技
や
競
技
の
練
習
に
励
み
、
装

飾
の
製
作
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

集
団
行
動
の
演
技
で
は
、
質

実
剛
健
を
体
現
す
る
力
強
い
行

進
そ
し
て
体
操
を
披
露
し
、
観

客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

競
技
で
は
男
子
女
子
と
も
に

力
走
し
、
観
覧
席
の
生
徒
や
保

護
者
の
大
き
な
声
援
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

　

夕
闇
が
せ
ま
る
頃
、
各
ク
ラ
ス

力
作
の
装
飾
に
明
か
り
が
点
さ

れ
、
場
内
が
華
や
か
に
彩
ら
れ
ま

し
た
。
大
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
終

わ
り
に
近
づ
き
、
一
段
と
盛
り
上

が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

科
・
系
別
応
援
合
戦
で
は
、

各
チ
ー
ム
そ

れ
ぞ
れ
に
、

チ
ー
ム
全
員

が
一
致
団
結

し
て
創
意
工

夫
し
、
練
習

を
重
ね
て
き

た
演
技
を
見

せ
て
、
観
客

に
大
き
な
感

動
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

　

最
終
決
戦

と
な
る
科
・

系
別
対
抗
リ

レ
ー
は
、
各

チ
ー
ム
の
選

手
が
合
図
と
と
も
に
ス
タ
ー
ト
、

生
徒
、
観
客
か
ら
わ
き
上
が
る
盛

大
な
声
援
の
中
、
抜
き
つ
抜
か
れ

つ
の
力
走
を
繰
り
広
げ
、
場
内
の

興
奮
は
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
最
後
の
演
目
と
な

る
「
倉
工
応
援
」
は
、
全
校
生
徒

が
心
を
一
つ
に
し
て
、
質
実
剛
健
、

倉
工
魂
を
発
揚
す
る
応
援
歌
を

歌
い
上
げ
、
そ
の
歌
声
を
空
高
く

と
ど
ろ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

閉
会
式
に
引
き
続
い
て
、
打
ち

上
げ
花
火
が
夜
空
を
鮮
や
か
に

飾
り
、
百
十
周
年
記
念
体
育
大

会
は
閉
幕
い
た
し
ま
し
た
。
観
客

の
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
今
日
の
感

動
、
興
奮
を
心
に
と
ど
め
ら
れ
て

帰
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

ケ
ン
勝
ち
抜
き
ゲ
ー
ム
。
二
人

で
対
戦
し
、
勝
っ
た
人
が
相

手
か
ら
首
飾
り
（
紐
）
を
貰

い
、
次
の
人
と
対
戦
す
る
。
そ

れ
を
く
り
返
し
て
最
終
的
に
勝

ち
残
っ
た
人
が
首
飾
り
の
総
取

り
、
優
勝
と
な
り
ま
す
。
水
泳

部
の
人
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

三
つ
目
は
、
大
抽
選
会
。
入

場
時
に
各
自
名
前
を
書
い
た
紙

を
受
付
箱
に
入
れ
て
い
ま
す

が
、
抽
選
人
が
そ
の
中
か
ら
最

初
に
引
き
当
て
た
名
札
の
人
が

当
選
者
と
な
り
ま
す
。
バ
レ
ー

部
の
人
が
当
選
し
ま
し
た
。

　

賑
や
か
に
盛
り
上
が
っ
た
宴

の
席
も
お
開
き
の
時
間
と
な

り
、
花
谷
牧
夫
篠
崎
会
会
長

（
昭
和
四
十
九
年
機
械
科
卒
）

が
音
頭
を
と
っ
て
三
三
七
拍
子

で
締
め
ま
し
た
。
百
十
周
年
記

念
事
業
が
徐
々
に
盛
り
上
が
っ

て
く
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
ま

ず
両
手
の
人
差
し
指
一
本
の
打

ち
合
わ
せ
か
ら
始
ま
り
、
続
い

て
指
二
本
、
指
三
本
と
増
や
し

て
い
き
、
最
後
は
力
強
い
拍
手

の
三
三
七
拍
子
と
な
っ
て
会
場

に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

部

活

動
躍動ある感動の記念体育大会の様子を
60分のDVDに収めました。
100周年より始まった新しい体育大会
をぜひご覧ください。

ご購入を希望される方は北辰会ホームペー
ジ又は同窓会事務局までご連絡ください。

１枚 2,000円（送料込　振込手数料は購入者負担）
収益の一部は教育振興基金へ寄付いたします。

創立110周年記念体育大会
ダイジェストDVDについて

標

語

部
活
動
関
係
者
を
激
励
す
る
会
が
開
催
さ
れ
る

（単位：円）

　
　
　
私
を
支
え
る
合
言
葉

と　き　平成22年２月６日（土曜）
 開場13：00　開演13：30
ところ　北九州芸術劇場　大ホール
 （リバーウォーク北九州　６階）

  小倉工業高校吹奏楽部

第４回定期演奏会

入場料
無料

◆◇◆◇創立110周年記念◆◇◆◇


